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■ 個人の見解で組織とはhogehoge
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ONAPとは

ここ

ここ

https://wiki.onap.org/
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みんなのONAP at ONS Euro2018
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え、こいつ動くの！？
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動いた
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■ 構築は慣れると簡単
● AmsとBeijingどっちも建てた、AmsはつらかったがBeijingでマニュアルがある程度整備されたので楽

に。

■ 構築方法は大まかに2種類
● OpenStack heatを使う。コンポーネント毎にVMをデプロイし、それらVM内にコンテナをデプロイする

（こっちはツライ

● OOMを使う。k8s環境に各コンポーネントをデプロイする。

• ⎈Happy Helming!⎈
● DCAE,Policyといったコンポーネント毎に単独でインストールも可

• 開発者向けな

ONAP構築

れこめんど
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■ インストールマニュアルを探すのが一番難しかった
● Beijingからwikiじゃなくて、ドキュメント化されたのでwikiに惑

わされずにドキュメントを参照しよう

● https://onap.readthedocs.io/en/beijing/release/index.html
#installation

ONAP構築

なんか沢山あるぞ

まずこっち

次にこっち

https://onap.readthedocs.io/en/beijing/release/index.html%23installation
https://onap.readthedocs.io/en/beijing/release/index.html%23installation


Copyright(C) 2017 KDDI Research, Inc. All Rights Reserved. 9

0.  OpenStackをたてる

1. Rancherをたてる
● OpenStack上に建てる必要はない、ベア上で実施

した

2. Rancherでk8sをたてる
● とりあえず8コア/64GB*3でk8sクラスタ組んでおい

た

● Helmとかkubectlもいれる

3. OOMでk8s上にONAPをたてる
● 一旦帰る

● 全部上がってくるのに大体4h
4. health check

ONAP構築 using OOM
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./oom/kubernetes/robot/ete-k8s.sh [namespace] 
health

結構FAILするのでログをみて対処していく

/dockerdata-nfs/dev/robot/logs/ETE_0001_health/rep
ort.html　とか

実際のレポート画面を見せる

health check
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■ Rancherでk8s環境をベアメタルにデプロイが一番ラク

● AWS、Rackspaceといったパブリッククラウドも利用可能

• メーリス見ている限りでは結構パブリック使っている人がいる模様

■ ONAPがVNFsをデプロイするOpenStack環境が別途必要なので忘れず
にたてておく

● OAMネットワークとか予め作成しておくが、マニュアルがなかった気がする。デモ
などに依存、コンフィグみながら作った記憶あり

■ 潤沢なリソースがほしいが、必須ではない。
● フルに入れると総計メモリ128GBらしい、が100GBくらいでいける

• OOMでコンポーネントを絞ればメモリ少なくてもデプロイ可能

• クローズドループ周り省くと64GBくらいでいけるんじゃね？（未確認

● ONAP側のストレージ容量はdocker imageで50Gくらい。

● VNFs用のOpenStackはサービスに依存するのでなんとも

k8s環境などの情報

server
server
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ネットワークにつながらなかった用のスクショ
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■ プロキシ環境下でもいけるらしいが駄目だった

■ コンテナimage落としてくるのにかなり時間がかかる

■ Helmでデプロイ後、一晩くらい寝かせておくとコンテナが正常にrunningになる
● 駄目なら削除新規を何回かすると上がってきた

● それでも駄目なら数日待ってgit pull、大抵直ってる。焦らずに数日かけてゆっくり構築する

■ 複数ノードでk8sクラスタ組むときにNFSの設定わすれないように
● 1ノードで行く場合はポッド上限突破設定いれる

■ リリースによって、Rancher,k8s,helmなどの要求バージョンが違うので注意

■ OpenStack側の情報をコンフィグにただしくいれておかないとhealth checkでこける

● ログ見れば原因はわかる

構築TIPS
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Running the ONAP Demos
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■ 簡単に構築できたら、あとはwikiを参照しつつVNFデプロイまで進める
● つらい

■ Setting Up ONAP -> Running the ONAP Demos -> vFWCL instantiation, testing, and 
debuging

■ 動かしたのはこれ(Ams
https://wiki.onap.org/display/DW/vFWCL+instantiation%2C+testing%2C+and+debugin
g
まともそうで、コメントが一番多かったため

https://wiki.onap.org/display/DW/vFWCL+instantiation%2C+testing%2C+and+debuging
https://wiki.onap.org/display/DW/vFWCL+instantiation%2C+testing%2C+and+debuging
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1. ポータルにログイン

2. Licence Modelの作成

3. VSPの作成

4. サービスの作成

5. サービスのテスト、承認

6. サービスのディストリビュート

7. サービスインスタンスの作成

8. SDNCへの設定投入

9. VF moduleの作成

10. VNFのデプロイ

11. close loopの作成とか

デモの流れ
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■ https://onap.readthedocs.io/en/beijing/submodules/oom.git/docs/oom_user_guide.html
#accessing-the-onap-portal-using-oom-and-a-kubernetes-cluster
● AmsはVNCコンテナ経由（解像度とか色々問題あってやめたそう）Beijingから直接アクセス

■ ID/パスワードは
● Wikiに記載あり、これも見つけるのがなかなか難しかった

● 正確にはHeatを使ったインストールドキュメント側に記載があるが、OOM側には記載なし

Portalへのアクセス方法

https://onap.readthedocs.io/en/beijing/submodules/oom.git/docs/oom_user_guide.html%23accessing-the-onap-portal-using-oom-and-a-kubernetes-cluster
https://onap.readthedocs.io/en/beijing/submodules/oom.git/docs/oom_user_guide.html%23accessing-the-onap-portal-using-oom-and-a-kubernetes-cluster
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portal　ここから実際の画面でちょこっと操作を見せる
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■ まずはライセンスモデル
を作成
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■ VSP(Vendor Software Product)を作成
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■ ソフトウェアの定義は
yamlファイルで記述しておく
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■ designerがライセンスモデルとVSPを作ったとこ
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■ VSPからVFを作成して、testerにtest依頼をかける
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■ testユーザでログインして、testを走らせる
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■ Certifiedされてカタログに登録される
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■ designerに戻って、サービスを作成し、先程のVFを登録する
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■ 同じくサービスもtesterにtestしてもらい、ガバナーでログインしてdistributionの承認をする
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■ operatorでログインして、distributeする
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■ VIDポータルにログインして、先程ディストリしたサービスでサービスインスタンスを作成する
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■ SDNCへVNF情報の登録、まずはGUI。そのあとcurlでapi叩く
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■ service instanceにVNFを追加、VNFにVF Moduleを追加
なんかMSOに飛んでいるっぽい
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■ デプロイ完了。要はheatスタックに変換して、実行
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完成
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■ SDCで500エラーのときは、sdc-cs,sdc-be,sdc-feの順にコンテナをリスタートさせる。一つ一つ起動してくるのを待つ、一気に削除す
ると起動してこない

■ ASDCの500エラーはdocker imageを1.1.0、1.2.0-SNAPSHOT-latestとかにすればいける。OOM配下のvalues.yamlで指定する

■ ポータルにログインできない、Invalid username or password. Please try again.
● https://lists.onap.org/g/onap-discuss/message/12373?p=,,,20,0,0,0::Created,,login,20,2,0,25511078
● よくわからないので、削除新規したらいけた。 sudo rm –rf /dockerdata-nfs/ 忘れずに

■ コンテナ上がってこないことも多々あるので、ログみて対処。まいくろさーびすつらい。

■ 一度みたマニュアルへ二度と辿り着けなくなるのでメモしておく

■ メーリスかwikiのコメントをみると、だいたいみんな同じようなところで詰まっているので解決のヒントになる
● メーリスは割と無視されてる場合が多いような

■ 一応動くし、PoCフェーズだと思うのでさわっても大丈夫
● 構築してさわらないとわからない、机上でパワポ眺めていても意味ない

■ デプロイから運用までONAPですべて賄う前提でサービスを設計しないと意味がなさそう

Workaroundとかいろいろ

https://lists.onap.org/g/onap-discuss/message/12373?p=,,,20,0,0,0::Created,,login,20,2,0,25511078
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Thank you.
QA


